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ご 挨 拶 住職 伊藤信道

『来光』第３５号をお届けします。
らいこう

私事ですが、５月に白内障手術を受けました。夜

の運転が少し怖く感じるようになり、片目を閉じる

と曇ったように見えるので恐る恐る眼科を受診する

と「両目とも白内障」との事。まだまだ若いつもり

でおりましたが、来年還暦を迎えるのに先立ち身体

の衰え「老い」を実感しました。

白内障の手術はあっという間に終わりましたが、

術後それぞれ一週間の安静等制約が多いのが辛かっ

たです。２回目の手術日に葬儀が入り、ご葬家の

承諾を得た上で副住職が初めて一人で葬儀を勤めさ

せていただきました。私が初めて葬儀を一人で勤め

たのも先代が入院中のことで、とても緊張したのを

覚えています。白内障の手術を終え、現在はとても

快適です。話には聞いていましたが、目の前の景色

がとても明るくなりました。

令和６年は、浄土宗開宗８５０年の記念の年。迎接院でも様々な取り組みを

行い、また予定しております。寺報の２頁・３頁に特集しておりますのでご覧

ください。特に、８月に檀信徒本堂参拝期間を予定しております。どちらのお宅も

期間内にお寺にお参りくださいますようお願い致します。

この度、役員として長らくお世話になった河田 功さん（彦名担当）が交代されるこ

ととなりました。河田さんは、平成元年より長年に亘りお寺を支えてくださいました。
わた

本当にありがとうございました。新しい役員は、木村吉春さんです。よろしくお願い

します。

この『来光』が、お寺と皆様方をつなぐものとなりますように。 合掌
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浄土宗開宗８５０年 迎接院の取り組み①

３月２０日、諷誦会の法要に先立ち、迎接院に比叡山
ふ じ

青龍寺報恩蔵から法灯リレーされた「法灯」が灯りまし

た。浄土宗の若手僧侶が組織する全国浄土宗青年会が、

昨年の５月９日に、法然上人がお念仏の教えに確信を得、

浄土宗を開くきっかけとなった「一心専念の文」と出会

われた比叡山青龍寺報恩蔵の灯をいただかれました。そ

して、上人のみ教えとして仰ぎいただいた「法灯」を、

大本山金戒光明寺など法然上人ゆかりの地を経て総本山

知恩院まで念仏行脚され、そこから全国の教区また海外

にまで、この「法灯」がリレーされたのです。そして「法

灯」が、迎接院のご本堂にも届きました。青年会にも所

属している副住職の手から、住職にリレーされたのです。

春彼岸諷誦会から、秋彼岸中日の秋彼岸法要まで、毎日、
ふ じ

本堂でこの法灯が灯ります。

４月１３日、住職と副住職は浄土宗開宗８５０年

慶讃法要（中四国地区担当の逮夜法要）に 出 仕いた
しゆつ し

しました。二人揃って知恩院の法要随喜は、初めて

のことです。ありがたい機会をいただき、感謝申し

上げます。

５月２２日には、浄土宗開宗 850年慶讃迎接院供茶
く ちや

式並びに煎茶会を修めました。日頃より当山で活動

している煎茶サロンによる、供茶と煎茶会。ご本尊阿弥陀如来様

に、小笠原流煎茶道点前による

供茶（献茶）を勤められました。

読経と詠唱奉納に続いての供茶

は、ご参列の皆さまと心ひとつ

に勤められ、祈りのこもった式

になりました。須弥壇のご本尊
しゆ み だん

前に住職がお茶を捧げると、堂内は一斉のお念仏。ありが

たいことでした。式後には、書院で煎茶会。

ご本尊様と同じお菓子とお茶を、ご参列の皆

さまにもお召し上がりいただきました。床に
とこ

掛けた宗祖法然上人の御影にもお茶をお出し

し、開宗 850 年をお祝いしました。ご参加の
皆様が一緒に作り上げてくださる祈りの茶

会、有り難いことでした。
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浄土宗開宗８５０年 迎接院 これからの取り組み②

○檀信徒本堂参拝期間 「法灯」を我が家へお持ち帰りください！

開宗８５０年を機に、「お檀家さんと仏（御本尊）様」「お檀家さんとお寺（迎接院）」

が更に近しい関係を結べるように本堂参拝期間を設けます。

本堂参拝期間：８月１日（木）～１８日（日）までの１８日間

☆朝６時～夕方６時まで参拝可能です。

①本堂で御本尊様に手を合わせ、お線香をあげてください。

②結縁交 名 の写経をしてください。（後日知恩院に納めます。）
けちえんこうみよう

③家ごとに記念品（法灯マッチ・冊子「つきかげ」・クリア

ファイル・リーフレット等）をお渡しします。

☆法灯マッチでお仏壇に灯を灯してください。比叡山

青龍寺報恩蔵からお家へ法灯が届いた「証」です。

☆お仏壇の写真をLINEかメール等（写真現物もOK）

でお届けください。寺報「来光」に掲載致します。

○開宗８５０年慶讃結願法要･･･９月２２日 秋彼岸「佛さまと弓浜手作り市」

開宗８５０年の結願法要を、秋彼岸弓浜手作り市（８頁参照）の中で執り行います。

大勢の皆さん方と一緒に、５０年に一度の勝縁をお祝いしたいとおもいます。

○開宗８５０年記念本山参り

１０月８日～９日（併修おてつぎ信行奉仕）

恒例の秋の本山参り、「おてつぎ信行奉仕」。例年「鳥取教区伯耆組

信行奉仕団」の一員として参加しておりますが、今年は迎接院単独で

お参り致します。きれいになった総本山知恩院はじめ、法然上人も修

業時代お参りされた「嵯峨清 涼 寺」、京都大仏が名高い「転法輪寺」
さ が せいりよう じ てんぽうりん じ

にも参拝します。ぜひ、ご一緒致しましょう。

参加ご希望の方は、８月末までにお寺までお知らせください。

○開宗８５０年特別企画「名号展覧会」（第４９回浄土宗芸術祭美術展併修）
みようごう

日程：令和６年１１月２６日～１２月１日 ６日間

場所：京都市美術館別館

（京都府京都市左京区岡崎最勝寺町１３）

知恩院の御門主猊下、大本山の御法主台下にお名号
もん す げい か ほつ す だい か

を揮毫いただき、表装して展示される予定です。
き ごう

副住職も出品させていただく予定です。
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伊藤晃希 企画書道展開催報告

令和６年１月、副住職が初めての企画書道展「法の輪」を開催致し

ましたのでご報告致します。会場は堀川御池ギャラリー（京都市中京

区）でした。書道展のテーマは「釈尊の生涯を書の世界で描き出す」。

仏教の開祖である釈尊（お釈迦様）の生涯を「誕生から出家」「修業

時代から成道」「布教時代から入滅」の３つに分け、エピソードごと

に制作した作品が並びました。

その中で 一際目を引いたのが、書でなく絵で描かれた
ひときわ

作品「一桜三者」（左の作品）です。この作品についての

晃希の説明です。「『悟り』がテーマの

作品です。悟りの内容は人によって解

釈も違えば、そこへたどり着く方法や

受け取り方も異なります。ここでは桜

を異なる３つの視点から描いてみまし

た。雀は桜の木で羽を休め、蜂は桜の蜜

を食事とします。そして人間は桜を見て花見を楽しみます。このように

視点が異なれば桜に対する解釈や行動が異なります。しかしそのどの桜

も一様に美しい。このことを悟りの内容の性質にみたてて作品を制作し

ました。」更に本人に尋ねたところ「書で表現するよりも絵で表現する

のがいいかと思った」と申しておりました。どの作品もまだまだ荒削り

で未熟な点も多いことだと思いますが、今の自分をぶつけて制作したの

であろうと思います。

この度の書道展では、多くの素晴らしい先生方とご縁

をいただいております。

また企画・準備・片付

けと多くの仲間に手伝ってい

ただき、助けていただき、育

てていただいておりました。

親の知らないところで、こん

なにも多くの方に良いご縁を

いただいている息子の姿を目

にして、感無量でございまし

た。 合掌
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施餓鬼会のご案内 先祖廻向をお申し込みください
せ が き え

恒例の施餓鬼会を７月２７日（土）１０時開筵で奉 修 致します。今年も他寺院の
かいえん ぶ しゆう

和 尚 さんにご随喜（ 参加 ）いただきます。詠唱も奉納予定です。但し、昨年同様
お しょう ずい き

お参りは初盆のお宅に限定し、法要終了後の会食も

見送ります。何卒ご理解のほどお願い致します。
なにとぞ

法要の様子は、Facebook「紫雲山迎接院」（迎接
ﾌ ｪ ｲ ｽ ﾌ ﾞ ｯ ｸ

院ホームページから入れます）上で紹介致します。

オンラインでもぜひご参加ください。

先祖廻向は、塔婆の準備をしますので７月２０日までにお申し込みくだ
え こう とう ば

さい。先祖廻向の 経 木塔婆は、京都で副住職が準備しています。また
きよう ぎ とう ば

初盆廻向につきましては、別途ご案内致します。

棚経について
た なぎよう

本年の予定は下記の通りです。目安ですので急な変更はご容赦ください。「屋外でのお

勤め」や「お寺にお参りしての棚経」をご希望の方はご連絡ください。

棚経の日程の問い合わせが例年多くあります。一応の目安としては、

１日：皆生・淀江・箕蚊屋方面、夜見１区

２日：夜見１・２区

３日：尚德・岸本・福原・米原方面、夜見２・３区

４日：河崎・後藤ヶ丘・啓成・彦名方面、夜見３区

５日：夜見１・２・３・６区、和田

６日：夜見新田・彦名・河崎方面

７日：境港・富益・河崎・両三柳方面 ※８日：（予備日）

１３日 １８時～１９時：「お寺にお参りしての棚経」をご希望の方

☆初盆のお宅は、１３日～１５日の間に廻ります

☆葬儀や天候、廻り順等の影響で変更となる場合もあります。

随時、迎接院ホームページ・公式LINEに掲載しますのでご確認ください。

知恩院のミッドナイト念佛に副住職が参加しました。

夜の７時から朝の７時まで三門楼上にて開催される若

者にも人気のイベントです。youtube.のライブ配信で
夜通し参加する姿が映っておりました。開宗８５０年

の記念の年に参加できたご縁が有り難いことです。
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「子ども寺子屋」 第４８回正力松太郎賞 奨励賞受賞決定！
しようりきまつ た ろう しようれい

正力松太郎賞は、仏教精神に基づき日曜学校や子ども会などを通じて青少幼年の教化

に尽力している個人や団体を顕 彰 するものです。ささやかな取り組みに光を当てていた
けんしよう

だき恐縮しております。授賞式は９月下旬に東京で行われる予定です。

「迎接院子ども寺子屋」は、２００５年より開始され、毎年、夏休みと春休みの

期間中、小中学生に学習の場を提供しています。住職と寺庭は元教員としての経験を

活かし、子どもたち一人ひとりの学びと心の成長を支援しています。

さらに、寺子屋では「お泊り会」や「プチ修行」など、子どもたちにさまざまな

体験の機会を提供しており、目に見えない大切なものに気づき、感謝する心を培うな

ど、仏教的情操の涵養の場となっています。
かんよう

「ひっぱら」６３０号より

夏休み子ども寺子屋を開催します！

毎年恒例の夏休み子ども寺子屋を行います。平日朝９時から

１時間、学習の場を提供し一人学びを支援します。

参加は無料。弓ヶ浜小学校の児童は、学校から配布される用

紙に記入して申し込んでください。弓ヶ浜小学校以外でご希望

の方は、下記担当へご連絡ください。

担当： ☎伊藤 紀子 ２９－０８０９
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秋彼岸「佛さまと弓浜手作り市」のご案内
ゆみはま

第６回秋彼岸「佛さまと弓浜手作り市」を下記の日程で今年も開催いたします。より

よい手作り市（お祭り）になるように役員さんや出店者さん皆で知恵を絞っています。

初出店のお店も予定されています。詳しい情報は、

随時「迎接院ホームページ」や公式LINEでお知ら

せしますのでお楽しみに！

日時：９月２２日（日・秋分の日）

・マスク着用については参加者にお任せ。

・限定朱印あり。

・スタンプラリー行います。

・子ども先着３０名にかき氷プレゼント。

◇日程◇ １０：００～ オープニング

開白法要

（念佛行進）

１１：００～ 出店紹介

１３：３０～ 弓浜絣ウォーク

１５：３０～ 結願法要

開宗８５０年慶讃結願法要

１６：３０頃 お祭り終了

内容は検討中 変更することもあります
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浄焚会のご案内
じようぼん え

浄 焚会を下記の日程で行います。古くなった塔婆
じようぼん え とうば

や白木の位牌をお焚きあげします。今年は令和４年
い はい た

にお亡くなりになった方の白木の位牌の焚きあげも
い はい た

します。皆さんのお念佛で、ご供養しましょう。

お店も

出るよ！

○と き １２月１４日（土）

午後２時～

○ところ 迎接院本堂・境内にて

☆今後の日程☆

7月27日 施餓鬼会（6頁）
せ が き え

8月 1日 棚 経開始（6頁）
たなぎよう

8月1日～18日 本堂参拝期間

（3頁）

8月16日 夜見町精霊送り
せいれい

9月22日 佛様と弓浜
ゆみはま

手作り市（8頁）

10月8日～9日 本山参り（3頁）

12月14日 浄 焚会（8頁）
じようぼん え


